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教科用図書北諸県採択地区協議会  



生活 概評 1 

１ 教科目標の達成及び単元（題材）の構成・配列等 

（観点１） 学習指導要領に示された教科の目標を達成するために、構成・配列等につ

いて、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 生活科の目標を達成するために、身近な自然を利用した学習活動や

郷土・地域の人々に愛着をもつことに関する学習活動を重視した構成

になっている。季節を取り扱う単元では、「夏」「秋」「冬」「春」で

構成され、「春」においては、自然だけでなく季節による人々の生活の

様子や暮らしの変化に目を向かせ、自分自身や自分の生活について考

えられるような配列の工夫が見られる。 

４ 大日本図 

  書 

(1) 生活科の目標を達成するために、生命の尊さを実感する学習活動や、

自然の不思議さや面白さを実感する学習活動を重視した構成になって

いる。夏休み前は自然や生き物にふれあえる単元を配列し、まちの身近

な人々について取り扱う単元を夏休みの後に配列することで、対象に

連続的に関わり、その特徴やよさ・自分自身について深い気付きを促す

ような工夫が見られる。 

11 学校図書 

(1) 生活科の目標を達成するために、生命や自然を尊重する学習活動や

伝統的な遊びや行事に愛着をもつ学習活動を重視した構成になってい

る。家庭生活に関わる単元では｢家族へ感謝を伝える｣という思いをも

ちながら活動を進めていく単元構成となっており、家の仕事に挑戦し

大変さを実感しながら生活上必要な習慣や技能が身に付けられるよう

な工夫が見られる。 

17 教育出版 

(1) 生活科の目標を達成するために、季節の移り変わりについての学習

活動や自然の不思議さを実感する学習活動を重視した構成となってい

る。季節の自然を取り扱う単元では、「春」「夏」が１つの単元に設定

されており、各季節の様子や活動したことを意識したり振り返って比

較したりしながら、児童の気付きが高まっていくような工夫が見られ

る。 

  



生活 概評 2 

38 光村図書

出版 

(1) 生活科の目標を達成するために、児童に生命を尊ぶ態度を育む学習

活動や、身近な地域への親しみをもたせる学習活動を重視した構成に

なっている。町の公共施設を焦点化した大単元が設定され、利用した

り、話を聞いたりする具体的な学習活動を通して、自分の地域への興

味・関心を高め、それらの関わりなどに気付かせるような工夫が見ら

れる。 

61 新興出版

社啓林館 

(1) 生活科の目標を達成するために、自然の不思議さや面白さを実感す

る学習活動や、命のつながり・命の尊さを実感する学習活を重視した

構成になっている。２年生の始めに「１年生をむかえよう」という単

元が設定され、自分の既存の経験や思いを振り返りながら１年生の迎

え方や関わり方に気付き、身近な人々に適切に関わることができるよ

うな工夫が見られる。 

 



生活 概評 3 

２ 内容や指導の充実 

（観点２） 主体的・対話的で深い学びを通して、目指すべき資質・能力を確実に身に

付けさせるために、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を展開させるために、紙面下段の「学

びをふかめる」、学習活動や思考の流れを示した「学びのプロセス」に

具体的な学びの姿が例として取り上げられており、児童の気付きの質を

高められるような手立ての工夫が見られる。 

(2) 「知識・技能の基礎」を習得させるために、公園での約束などの安全

安心に配慮した「やくそくコーナー」や巻末の「かつどうべんりちょう」

などが取り上げられており、活動の質を高められるような手立ての工夫

が見られる。 

(3) 「思考力・判断力・表現力などの基礎」を育成するために、絵本や新

聞、巻物、デジタル図鑑などの多様な表現方法の例などが取り上げられ

ており、児童の実態に応じた表現力などを高められるような手立ての工

夫が見られる。 

４ 大日本図 

  書 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を展開させるために、活動のページで

は、多くの写真やイラスト、吹き出しで児童の活動の幅を広げようとす

るなど、児童の気付きの質を高められるような手立ての工夫が見られ

る。 

(2) 「知識・技能の基礎」を習得させるために、道路の歩き方や学び方な

どがまとめられた「がくしゅうどうぐばこ」や語彙力を向上させるため

の「ことば」コーナーなどが取り上げられており、活動の質を高められ

るような手立ての工夫が見られる。 

(3) 「思考力・判断力・表現力などの基礎」を育成するために、自分の思

いや願いを教科書に直接書くスペース、自己の感情を直接的に表情とし

て描く「きもちマーク」など、児童の実態に応じた表現力などを高めら

れるような手立ての工夫が見られる。 

  



生活 概評 4 

11 学校図書 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を展開させるために、単元ごとに主と

なるキャラクターを設定し、学習を通して変容し、成長していく姿を確

認できるようにするなど、児童の気付きの質を高められるような手立て

の工夫が見られる。 

(2) 「知識・技能の基礎」を習得させるために、季節に応じた様々な遊び

の紹介、巻末の生活上必要な習慣や技能を身に付けられるコーナーなど

が設定されており、活動の質を高められるような手立ての工夫が見られ

る。 

(3) 「思考力・判断力・表現力などの基礎」を育成するために、顔マーク

で自己評価を促し、単元末には「もっと○○したい」ページを設けるな

ど、児童の実態に応じた表現力などを高められるような手立ての工夫が

見られる。 

17 教育出版 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を展開させるために、各単元の導入で

は、既存の経験や興味・関心に合わせた学習を選択するページや、試行

錯誤を促す「まとめいろ」など、児童の気付きの質を高められるような

手立ての工夫が見られる。 

(2) 「知識・技能の基礎」を習得させるために、身に付けさせたい約束や

学習活動につながるヒントのコーナー、挨拶や道具の使い方などを示し

た「学びのポケット」があるなど、活動の質を高められるような手立て

の工夫が見られる。 

(3) 「思考力・判断力・表現力などの基礎」を育成するために、振り返り

を書き込む「なにをかんじたかな」、自己評価ができる「ぐんぐんはし

ご」など、児童の実態に応じた表現力などを高められるような手立ての

工夫が見られる。 

38 光村図書

出版 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を展開させるために、大単元末には対

話を通して振り返ることができるページや児童のつぶやきを描いた「こ

んなことあるかもね」コーナーなど、児童の気付きの質を高められるよ

うな手立ての工夫が見られる。 

(2) 「知識・技能の基礎」を習得させるために、すべての小単元に「学び

方のヒント」が設定されており、活動、表現のバリエーションのヒント

が豊富に示されているなど、活動の質を高められるような手立ての工夫

が見られる。 

(3) 「思考力・判断力・表現力などの基礎」を育成するために、小単元に

活動中の気持ちを思い出す「きづいた」「くらべた」などの観点を示し

た「ふりかえろう」を位置付けるなど、児童の実態に応じた表現力など

を高められるような手立ての工夫が見られる。 

  



生活 概評 5 

61 新興出版

社啓林館 

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を展開させるために、「わくわく」「い

きいき」「ぐんぐん」の３段階で構成する単元の流れにより、児童の意

欲を喚起し、直接体験を大切にしながら伝え合うなどの、児童の気付き

の質を高められるような手立ての工夫が見られる。 

(2) 「知識・技能の基礎」を習得させるために、植物や生き物、安全や健

康に関することがまとめられた図鑑、学習に必要な基礎知識や学びを深

めるためのポイントなどを掲載した「まなびのひんと」など、活動の質

を高められるような手立ての工夫が見られる。 

(3) 「思考力・判断力・表現力などの基礎」を育成するために、「できる

かなできたかな？」の振り返りコーナーや学びを広げる「ひろがるきも

ち」など、児童の実態に応じた表現力などを高められるような手立ての

工夫が見られる。 

 

  



生活 概評 6 

３ 利便性の向上 

（観点３） 学習効果や使用上の利便性を高めるとともに児童にとって分かりやすい

という視点から、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 興味・関心を高めるという視点から、実物大植物を掲載した「いきも

のずかん」と二次元コード「デジタルいきものずかん」など、具体的な

例示や資料が設けられ、植物の成長を比較できる「パノラマページ」で

変化に気付かせるなど、学びを深めるような工夫が見られる。 

４ 大日本図 

  書 

(1) 興味・関心を高めるという視点から、児童目線に立ったダイナミック

で躍動感のある写真やイラストを掲載したり、「がくしゅうどうぐばこ

」を設け、具体的な学び方を例示したりすることで、学習活動へのイメ

ージをもち、主体的な活動に取り組めるような工夫が見られる。 

11 学校図書 

(1) 興味・関心を高めるという視点から、季節や地域に合わせた「ものし

り図かん」などの資料ページを設け、児童の自発的な言葉をもとにした

リード文によって、次の活動をイメージすることができ、自ら活動を広

げることができるような工夫が見られる。 

17 教育出版 

(1) 興味・関心を高めるという視点から、単元の冒頭にある｢わくわくす

いっち｣で学習過程をイメージし、キャラクターと共に学ぶ「はっけん

ロード」で、セリフをヒントに学習を進めるなど、見通しをもって学習

に取り組めるような工夫が見られる。 

38 光村図書

出版 

(1) 興味・関心を高めるという視点から、絵本作家による個を大切にした

言葉やイラストを掲載したり、学びに合わせて活用できる別冊「ひろが

るせいかつかじてん」を設けたりすることで、安心して自分の学びを進

めることができるような工夫が見られる。 

61 新興出版

社啓林館 

(1) 興味・関心を高めるという視点から、図鑑編集者監修の写真が掲載さ

れた「びっくりずかん」のページを設けたり、児童の気付きや願いを次

の活動につなげるための「めくり言葉」を表記したりすることで、見通

しをもち活動が連続して進められるような工夫が見られる。 

 

  



生活 概評 7 

４ 地域の願いや思い、児童の実態等 

（観点４） 本地区の児童の実態や課題に対応し、児童に身に付けさせたい資質・能力

を育てるために、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 身の回りの事象に気付き、自ら関わっていく力を身に付けさせるた

めに、身近で取り組みやすい学習活動や学習材が重点的に取り上げら

れ、写真や挿絵、吹き出し、表現作品などで多様に示されるなどの工夫

が見られる。 

(2) 活動への思いや願いをもち、気付きの質を高めさせるために、「かん

さつずかん」、「かつどうべんりてちょう」に、見つける・比べる・た

とえる・試す・見通すなどの気付きを関連付け、質的に高めるためのヒ

ントをまとめたページが設けられるなどの工夫が見られる。 

４ 大日本図 

  書 

(1) 身の回りの事象に気付き、自ら関わっていく力を身に付けさせるた

めに、児童が進んで身近な人々、社会及び自然の中から見つけた学習

対象に働きかけ、自分の生活をよりよくしていこうとする「学びのプ

ロセス」が自ずと成立するような構成の工夫が見られる。 

(2) 活動への思いや願いをもち、気付きの質を高めさせるために、キャラ

クターや教師が投げかける言葉の中に気付きの質を高めるヒントを示

すことで、児童が自ら考え、気付きの質を高めていけるような工夫が見

られる。 

11 学校図書 

(1) 身の回りの事象に気付き、自ら関わっていく力を身に付けさせるた

めに、各単元の冒頭に魅力的な写真やイラストを使った「扉ページ」

を設け、児童の期待感や、これから行う活動について意欲を喚起する

ような工夫が見られる。 

(2) 活動への思いや願いをもち、気付きの質を高めさせるために、各単元

末に「もっと○○したい」というページを設け、長期的に継続した活動

として設定されることで、児童が身の回りの様々な事象に繰り返し関わ

りながら、気付きを深めていくような工夫が見られる。 

17 教育出版 

(1) 身の回りの事象に気付き、自ら関わっていく力を身に付けさせるた

めに、単元導入「わくわくスイッチ」や、単元を貫く「はっけんロード

」、試行錯誤を促す「かんがえまとめいろ」が設けられ、学び方を身に

付けて主体的な学びが展開できるような工夫が見られる。 

(2) 活動への思いや願いをもち、気付きの質を高めさせるために、各単元

に、コラムでヒントが設けられ、見つける、比べる、たとえる、試す、

見通す、工夫するなどの学習活動を繰り返し行えるような工夫が見ら

れる。 

  



生活 概評 8 

38 光村図書 

出版 

(1) 身の回りの事象に気付き、自ら関わっていく力を身に付けさせるた

めに、単元の導入ページでは、児童がこれまでの経験を想起し、活動

の見通しがもてる問いかけが位置付けられていたり、身近な学習材の

写真がダイナミックに配置されていたりするなどの工夫が見られる。 

(2) 活動への思いや願いをもち、気付きの質を高めさせるために、単元末

の「まとめページ」では、対話での振り返りで学びを言語化し、単元全

体をまとめることで、気付きを自覚したり、関連付けたり、捉え直した

りする児童の姿が示されるなどの工夫が見られる。 

61 新興出版

社啓林館 

(1) 身の回りの事象に気付き、自ら関わっていく力を身に付けさせるた

めに、「びっくりずかん」、「デジタルたんけんブック」などの資料に

より、児童が自らの思いや願いに沿って、学びを広げたり深めたりで

きるような工夫が見られる。 

(2) 活動への思いや願いをもち、気付きの質を高めさせるために、「めく

り言葉」には、次はこうしたい、もっとこうしたいという児童の次の活

動に向けての思いや願いが例示されており、学びが連続的・発展的に深

まるような工夫が見られる。 

 

 


